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モノトーンの配色が穏やかな印象を生むレッドガーデン。
（横浜イングリッシュガーデン）
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シリーズ　『バラを生かした花壇デザイン』　　 

中山　正範ガーデンデザイン研究家

オレンジ、赤、黄の類似色のボーダーガーデンは華やかな
中にもまとまりがある。（荒牧バラ公園）

第2回　バラ花壇の配色(カラーコーディネート)

　
近
代
の
ガ
ー
デ
ン
を
語
る
場
合
、
植
物
の
色
、
形
、
材
質
に

よ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
美
し
い
庭
を
作
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
配
色
（
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
）

は
非
常
に
大
切
な
要
素
で
す
。
バ
ラ
花
壇
に
お
い
て
も
好
み
の

バ
ラ
を
漫
然
と
植
え
た
の
で
は
、
ま
と
ま
り
の
な
い
花
壇
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
た
だ
、
バ
ラ
は
そ
れ
だ
け
で
優
美
で
華
や
か
で
あ
る
た
め
、

他
の
植
物
と
の
組
み
合
わ
せ
を
積
極
的
に
は
求
め
ら
れ
て
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
植
物
を
含
め
た
配
色
を
考
え
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
バ
ラ
の
魅
力
が
引
き
出
さ
れ
る
は
ず
で
す
。
ま
ず
基

本
的
な
配
色
の
方
法
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

●
モ
ノ
ト
ー
ン
の
配
色

 
（
同
系
色
：
ホ
ワ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン
、
レ
ッ
ド
ガ
ー
デ
ン
等
）

　
モ
ノ
ト
ー

ン
の
配
色
と

は
単
色
の
濃

淡
の
配
色
で
、

同
系
色
と
も

言
い
ま
す
。

赤
な
ら
暗
赤

色
か
ら
ピ
ン

ク
、
白
ま
で

の
花
色
を
用

い
ま
す
。
変

化
が
少
な
い

分
穏
や
か
で
、

誰
も
が
実
践

し
や
す
い
配

色
方
法
で
す
。

一
般
的
に
は

ホ
ワ
イ
ト
ガ

ー
デ
ン
は
白
花
を
、
レ
ッ
ド
ガ
ー
デ
ン
は
赤
、
イ
エ
ロ
ー
ガ

ー
デ
ン
は
黄
、
パ
ー
プ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
は
紫
と
い
う
よ
う
に

利
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
20
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
ガ
ー
ト
ル
ー

ド
・
ジ
ー
キ
ル
女
史
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
花
壇
の
配
色
方

法
で
す
。
モ
ノ
ト
ー
ン
の
配
色
は
、
具
体
的
に
は
５
種
類
以

上
の
植
物
を
用
い
る
こ
と
で
充
実
し
た
ガ
ー
デ
ン
に
な
る
で

し
ょ
う
。

●
シ
ミ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
配
色
（
類
似
）

　
シ
ミ
ラ
リ
テ
ィ
ー
の
配
色
と
は
赤
・
赤
紫
・
紫
、
ま
た
は

赤
・
橙
・
黄
と
い
う
よ
う
に
色
相
環
で
隣
り
合
う
色
の
配
色

で
す
。
よ
く
似
た
色
ど
う
し
の
配
色
で
、
全
体
と
し
て
穏
や

か
で
調
和
し
や
す
く
、
単
色
に
は
な
い
変
化
が
あ
り
ま
す
。

バ
ラ
ど
う
し
の
配
色
で
は
最
も
よ
く
見
か
け
失
敗
の
な
い
配

色
で
、
ガ
ー
デ
ン
全
体
に
穏
や
か
で
優
し
い
雰
囲
気
を
も
た

ら
し
ま
す
。

た
だ
若
干
変

化
の
度
合
い

が
小
さ
い
の

で
、
シ
ミ
ラ

リ
テ
ィ
ー
の

中
に
変
化
を

持
た
せ
た
い

場
合
に
は
類

似
色
で
花
形

の
異
な
る
ル

ピ
ナ
ス
や
サ

ル
ビ
ア
を
組

み
合
わ
せ
る

と
よ
い
で
し

ょ
う
。

　花と緑のトータルなスペースデザインを研究し、ガーデンデザインや住宅造園設計を手掛けるかたわら、多くの花壇づくり
に関する著書をお持ちの中山正範さんに、「バラを生かした花壇デザイン」について4回シリーズで教えていただきます。
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●
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
配
色
（
対
比
）

　
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
配
色
と
は
色
相
環
の
向
か
い
合
う
色

ど
う
し
の
反
対
色
と
呼
ば
れ
る
色
の
組
み
合
わ
せ
を
言
い

ま
す
。
お
互
い
の
違
い
を
強
調
し
た
印
象
的
な
配
色
で
す
。

色
彩
に
は
明
る
さ
の
違
い
（
明
度
）
、
鮮
や
か
さ
の
違
い

（
彩
度
）、
色
味
の
違
い
（
色
相
）
の
３
要
素
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
効
果
を
生
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

例
え
ば
彩
度
の
高
い
赤
い
バ
ラ
と
彩
度
を
持
た
な
い
白
い

バ
ラ
と
の
配
色
は
、
彩
度
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
生
か
し
た

配
色
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
明
度
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
、
白
あ
る
い
は
淡
い
色
の
バ
ラ
と
暗
色
の
バ
ラ
と

の
配
色
か
ら
生
ま
れ
ま
す
し
、
色
相
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
、

青
い
バ
ラ
が
望
め
な
い
現
状
で
は
黄
と
紫
の
バ
ラ
の
組
合

せ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

●
ビ
ビ
ッ
ド
の
配
色
 

赤
・
黄
・
橙
・
紫
な
ど
の
彩
度
の
高
い
鮮
や
か
な
色
の

配
色
で
す
。
原
色
と
も
純
色
と
も
呼
ば
れ
る
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
配
色
に
は
躍
動
感
が
生
ま
れ
、
生
き
生
き
と
し
た

印
象
を
与
え
ま
す
。
原
色
の
多
い
バ
ラ
に
は
適
し
た
配
色

で
遠
く
か
ら
も
よ
く
目
立
ち
、
バ
ラ
の
華
や
か
で
力
強
い

魅
力
を
発
揮
で
き
ま
す
。
た
だ
派
手
に
な
り
す
ぎ
る
場
合

に
は
、
白
花
や
シ
ル
バ
ー
リ
ー
フ
を
加
え
て
彩
度
の
高
さ

を
和
ら
げ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
配
色

　
パ
ス
テ
ル
は
ク
レ
ヨ
ン
の
１
種
で
す
。
指
で
薄
く
伸
ば
す

と
淡
く
柔
ら
か
な
感
じ
に
な
る
こ
と
か
ら
、
パ
ス
テ
ル
カ
ラ

ー
の
配
色
は
明
る
く
優
し
い
印
象
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
陰

や
狭
い
場
所
を
明
る
く
広
く
見
せ
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。
バ

ラ
の
品
種
に
は
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
色
彩
を
持
つ
も
の
も
多

く
用
い
や
す
い
配
色
で
、
中
で
も
淡
い
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
の
優

美
さ
に
は
誰
も
が
心
引
か
れ
ま
す
。
た
だ
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー

は
白
を
多
く
含
む
膨
張
色
な
の
で
、
ぼ
ん
や
り
と
ぼ
や
け
て

見
え
る
と
き
に
は
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
る
濃
い
花
色
や
葉
色

を
組
み
合
わ
せ
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

ピンク、薄紫、白のパステルカラーの庭。優しく柔らかな印象を与える。
（横浜イングリッシュガーデン）

赤・青・白による色相、明度、彩度のコントラストの調和が素
晴らしい。（イギリス　ハンプトンコートフラワーショウ）

紫のサルビアスペルバと淡いピンクのバラは色彩のコントラス
トだけでなく明るさと花形のコントラストも合わせ持つ。
（横浜イングリッシュガーデン）
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総会会場風景

荒木副知事

松井 博士 さん

２
０
１
９
年
度
４
月
〜
12
月
ま
で
の
活
動
を
報
告
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度　

ひ
ょ
う
ご
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
活
動
報
告

開
催
日
時
‥
６
月
29
日（
土
） 

13：

00
〜
16：

00

会
　
　
場
‥
兵
庫
県
民
会
館（
神
戸
市
中
央
区
）

参

加

者
‥
１
４
２
名

総
会
、
原
案
ど
お
り
可
決

 
来
賓
の
荒
木
副
知
事
の
ご
挨
拶
に
続
き
、

1
4
2
名
の
参
加
者
の
も
と
、
平
成
30
年
度
事

業
実
績
及
び
収
支
決
算
と
令
和
元
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
の

議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

初
企
画
！
あ
で
や
か
な
生
け
花
が
会
場
を
彩
る

 
総
会
に
先
立
っ
て
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
初
め
て
の
企
画
が
登

場
。

 

い
け
ば
な
小
原
流
研
究
院
講
師
で
、

兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会
理
事
の
松
井
博

士
氏
に
よ
る
「
い
け
ば
な
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
」
で
す
。
穏
や
か
で
初
心

者
に
も
分
か
り
易
い
ト
ー
ク
を
交
え
な

が
ら
、
刻
々
と
華
や
か
に
姿
を
変
え
て

い
く
作
品
に
参
加
者
の
視
線
が
集
中
。

豪
快
で
し
か
も
繊
細
に
生
け
ら
れ
て
い

く
シ
ー
ン
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
生

け
花
の
魅
力
を
再
認
識
し
た
と
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
バ
ラ
を
メ
イ
ン
に
、
漂
白
し
た
ヤ
シ

の
葉
や
オ
ン
シ
ジ
ウ
ム
、
カ
ス
ミ
ソ
ウ
な
ど
で
豪
華
に
仕
上
が
っ

た
作
品
で
会
場
内
が
華
や
ぎ
ま
し
た
。
写
真
に
収
め
よ
う
と
参
加

者
が
作
品
を
取
り
囲
み
ま
し
た
。

日
本
の
バ
ラ
博
士
、
バ
ラ

の
ル
ー
ツ
を
語
る

 
ロ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
岐
阜

県
立
国
際
園
芸
ア
カ
デ
ミ
ー
客
員

教
授
の
上
田
善
弘
さ
ん
を
お
招
き

し
ま
し
た
。
30
年
以
上
に
わ
た
り

バ
ラ
の
研
究
に
取
り
組
み
、
バ
ラ
の
遺
伝
資
源
探
索
の
た
め
、
中

国
を
中
心
と
し
て
、
ラ
オ
ス
、
イ
ラ
ン
な
ど
数
多
く
の
国
を
訪
問

し
て
調
査
を
続
け
ら
れ
て
い
る
日
本
の
バ
ラ
博
士
で
す
。

　
講
演
テ
ー
マ
は
、「
バ
ラ
の
軌
跡
を
た
ど
る
・
・
・
栽
培
バ
ラ

の
歴
史
と
そ
の
ル
ー
ツ
、
遺
伝
資
源
ま
で
」。
何
千
年
も
前
か
ら

存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
バ
ラ
を
、
人
間
は
、
薬
と

し
て
、
香
り
と
し
て
、
観
賞
用
と
し
て
利
用
で
き
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
栽
培
や
改
良
を
経
て
有
用
植
物
と
し
て

活
用
す
る
よ
う
に
な
り
「
バ
ラ
」
と
い
う
文
化
遺
産
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
長
い
歴
史
を
、
豊
富
な
研
究
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
資
料

を
使
い
な
が
ら
分
か
り
易
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
の
方
々
の
バ
ラ
へ
の
思
い
が
よ
り
深
ま
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

と
て
も
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

恒
例
の
兵
庫
県
産
バ
ラ
の
展
示
会

 
今
年
も
会
場
に
ず
ら
り
と
並

ん
だ
美
し
い
バ
ラ
。
会
報
25
号

に
掲
載
し
た
淡
路
市
の
バ
ラ
生

産
農
家
、
集
堂
昭
典
さ
ん
、
今

号
の
表
紙
を
飾
っ
た
来
田
哲
雄

さ
ん
が
栽
培
し
た
バ
ラ
な
ど
多

数
展
示
さ
れ
、
バ
ラ
の
芳
香
が

漂
い
ま
し
た
。

総
会
・
ロ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

上田 善弘 さん上田 善弘 さん

兵庫県産バラの美しさと芳香を楽しむ
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ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
（
滋
賀
県
米
原
市
）

ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
（
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
）

研
修
旅
行

刈り取り後の田園やササが広がる中に立つ
ラコリーナ近江八幡メインショップ

ローズガーデンでバラ管理責任者から
栽培についての話を聞く

スタンダード仕立てのシュート剪定

ローザンベリー多和田で大澤さんの説明を聞く参加者の皆さん

「
バ
ラ
の
達
人
養
成
講
座
」

講
習
会

開
催
日
‥
７
月
〜
翌
１
月
に
計
５
回

場
　
所
‥
兵
庫
県
立
播
磨
中
央
公
園

講
　
師
‥
前
野
　義
博 

氏

　
　
　
　
（
ひ
ょ
う
ご
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
副
理

　
　
　
　
事
長
）

参
加
者
‥
３
３
名

内
　
容
‥
バ
ラ
栽
培
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト

前
野
氏
の
大
人
気
講
座
は
、
今
回
も
定

員
を
オ
ー
バ
ー
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
質
問
に
も
的
確
な
回
答

が
さ
れ
、
バ
ラ
栽
培
を
し
て
い
る
人
に

と
っ
て
貴
重
な
連
続
講
座
で
す
。

自
然
と
の
共
生
を
大
切
に
し
た

「
ロ
ー
ザ
ン
ベ
リ
ー
多
和
田
」
へ

 
先
の
３
月
に
開
催
し
た
「
ラ
ン
チ
＆
講
演

会
」
の
講
師
で
あ
る
オ
ー
ナ
ー
の
大
澤
さ
ん

直
々
の
案
内
で
２
班
に
分
か
れ
て
ガ
ー
デ
ン

ツ
ア
ー
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
紹
介
さ
れ
た
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ

ー
デ
ン
を
ぜ
ひ
見
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た
会

員
さ
ん
が
た
く
さ
ん
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

元
々
あ
っ
た
木
々
や
植
物
を
で
き
る
だ
け
残

し
、
周
り
の
環
境
と
の
調
和
を
大
切
に
す
る

こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
を
始

め
た
大
澤
さ
ん
。
そ
の
自
然
と
の
共
生
を
意

識
し
た
ガ
ー
デ
ン
に
対
す
る

思
い
を
一
つ
一
つ
の
植
物
の

説
明
の
中
に
織
り
交
ぜ
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
園
内
の
７
つ
の
エ
リ
ア
の
一
つ
、
ロ
ー
ズ

ガ
ー
デ
ン
で
は
、
バ
ラ
の
植
栽
担
当
の
責
任

者
か
ら
具
体
的
な
バ
ラ
栽
培
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
ま
し
た
。

　
昼
食
を
と
っ
た
施
設
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
、
旬
の
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、
大

澤
さ
ん
の
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
料
理
が
バ
イ

キ
ン
グ
形
式
で
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

滋
賀
県
随
一
の
集
客
数
を
誇
る

「
ラ
コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡
」
へ

 
和
菓
子
の
「
た
ね
や
」
、
洋
菓
子
の

「C
L
U
B
H
A
R
IE

」を
展
開
す
る
た
ね
や
グ
ル
ー

プ
が
運
営
す
る
こ
の
施
設
は
、
周
囲
の
水
郷

や
緑
を
生
か
し
た
美
し
い
里
山
風
景
の
中
に

溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
開
放
感
に
あ
ふ
れ
、

思
い
切
り
深
呼
吸
で
き
ま
し
た
。
お
買
い
物

も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

開
催
日
‥
10
月
30
日（
水
）

参
加
者
‥
８
０
名

内
　
容
‥
大
型
バ
ス
２
台
に
ほ
ぼ
満
席
の
参
加
者
の

方
々
を
乗
せ
て
秋
の
近
江
路
へ
出
発
。

　
今
年
も
絶
好
の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
幸
運
に
感
謝
！
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「
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ワ
ッ
グ
づ
く
り
」

講
習
会

開
催
日
‥
11
月
17
日（
日
）

場
　
所
‥
明
石
公
園
　
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
　
師
‥
松
井
　
敏
美 

氏

（
Ｃ
Ｆ
Ｄ
ク
リ
ス
タ
ル
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
公
認
講
師
）

参
加
者
‥
２
９
名

内
　
容
‥
バ
ラ
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
や
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

グ
リ
ー
ン
を
使
っ
て
華
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
ス
ワ
ッ
グ
（
壁
飾

り
）
を
作
り
ま
し
た
。
30
人
ほ
ど
が
集
ま
り
盛
況
な
講
習
会
に

な
り
ま
し
た
。

　
楽
し
く
作
る
こ
と
が
で
き
た
、
先
生
の
説
明
が
分
か
り
易
か

っ
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
楽
し
み
、
な
ど
多
く
の
参
加
者
に
満
足

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

皆さん、とても熱中して製作

完成作品

←　もうすぐ出来上がり

「
バ
ラ
の
ロ
ー
ル
オ
ン
ア
ロ
マ
づ
く
り
」

香
り
の
講
座

開
催
日
‥
12
月
5
日（
木
）

場
　
所
‥
明
石
公
園
　
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
　
師
‥
宮
本
　
幸
子 

氏

（「
ア
ロ
マ
と
ハ
ー
ブ
の
教
室
　
風
薫
〜
ふ
う
か
〜
」主
宰
）

参
加
者
‥
１
５
名

内
　
容
‥
講
師
の
宮
本
さ
ん
持
参
の
ア
ロ
マ
デ
ィ
フ
ュ
ー
ザ
ー

か
ら
の
優
し
い
香
り
に
包
ま
れ
な
が
ら
講
習
会
が
ス
タ
ー
ト
。

ド
ラ
イ
ロ
ー
ズ
、
ロ
ー
ズ
精
油
、
ホ
ホ
バ
オ
イ
ル
、
お
好
み
の

ハ
ー
ブ
で
、
自
分
だ
け
の
ロ
ー
ル
オ
ン
ア
ロ
マ
を
作
り
ま
し
た
。

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
み
た
い
に
き
れ
い
で
、
乾
燥
し
が
ち
な
指
先
に

ネ
イ
ル
オ
イ
ル
と
し
て
も
使
え
、
冬
に
う
れ
し
い
ア
ロ
マ
コ
ス

メ
が
で
き
ま
し
た
。

　
製
作
後
の
ロ
ー
ズ
テ
ィ
ー
で
、
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
ま

し
た
。

香りや成分を確かめる 宮本さんの説明を熱心に聞く

好みの材料をブレンド 美しく出来上がった作品

「
バ
ラ
が
引
き
立
つ
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」

講
習
会

開
催
日
‥
11
月
6
日（
水
）

場
　
所
‥
神
戸
市
立
須
磨
離
宮
公
園
　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２
階

講
　
師
‥
武
内
　
里
美 

氏
（「
フ
ラ
ワ
ー
サ
ー
ク
ル
花
里
」主
宰
）

参
加
者
‥
１
２
名

内
　
容
‥
文
句
な
し
の
快
晴
に
恵
ま
れ
、
恒
例
の
須
磨
離
宮
公

園
バ
ラ
園
巡
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
技
術
ス
タ
ッ
フ
の
稲
葉
さ
ん

の
ガ
イ
ド
で
、「
王
侯
貴
族
の
バ
ラ
園
」
を
一
周
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
ラ
の
生
い
立
ち
や
特
徴
、
今
回
は
特
に
香
り

を
確
か
め
な
が
ら
の
散
策
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
新
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
２
階

で
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
り
ま
し
た
。
バ
ラ
の
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
と
ア
ロ
マ
ス
ト
ー
ン
を
一
緒
に
ア
レ
ン
ジ
。
色
や

香
り
、
飾
り
を
施
し
、
ゼ
リ
ー
の
よ
う
な
質
感
と
あ
い
ま
っ
て
、

見
て
い
る
だ
け
で
気
持
ち
が
華
や
ぐ
ポ
ッ
プ
な
作
品
が
ズ
ラ
リ

出
来
上
が
り
ま
し
た
。

香りを確かめる参加者

講習会風景

全員の作品を並べて撮影
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すぐに伸びる道があり、遠くまで広がるバラを眺めながら開放感あふれる散

策ができます。西側は放射線状に植栽されていて、３６０度どこもバラ、と

いった贅沢な風景が楽しめます。

　このバラ園の一番の注目点は、「ジョセフィーヌ・コレクション」。しまな

み海道開通記念に、フランス「ライ・レ・ローズ」バラ園※２から、ナポレ

オン皇妃ジョセフィーヌが収集したオールドローズ約１００種が移植されま

した。これだけの種類のオールドローズが一堂に植栽されているバラ園は国

内で珍しいです。更に開通記念に、‘しまなみ'９９’という芳香豊かなピン

ク色の四季咲きバラが作出され、園内で観賞できます。また、花径１㎝以下

の一重咲きで最も小さなバラの原種と言われる‘ショウノスケ’も植栽され

ています。白い絣の入る柳のような葉を持つ日本原産のユニークなバラです。

　隣接施設として、バラ園が見渡せるレストランやバラグッズを販売する

「よしうみローズ館」、バラ栽培のアドバイスが受けられる「バラ苗販売

所」もあります。

　しまなみ海道への観光の際にぜひお立ち寄りください。

【所在地】　〒７９４-２１０３　愛媛県今治市吉海町福田１２９２
【休園日】　なし　　
【入園料】　無料
【交　通】　大島北ＩＣ（瀬戸内しまなみ海道）より車で１０分
【問合先】　今治市吉海支所住民サービス課
　　　　　　　ＴＥＬ０８９７-８４-２１１１　

訪ねてみたい！　県外のバラ園

　瀬戸内しまなみ海道※１の大島に１９９３年６月開園

しました。約２.８ｈａもの広大な敷地に４００品種

３５００株のバラが植栽されています。

　バラ園は、ツルバラが絡むフェンスで東西２つのゾー

ンに分かれています。東側は、噴水からバラの中をまっ

よしうみバラ公園
　　　　　　　（愛媛県今治市）

開放感あふれる園内

よしうみバラ園全景

※１　広島県尾道市と愛媛県今治市

を結ぶ全長約６０㎞の自動車

専用道路。瀬戸内海に浮かぶ

芸予諸島の島々を橋で結び、

多島海景観が広がる景勝地と

なっている。

※２　パリ近郊にあるバラ園で、

４０００種に及ぶオールドロ

ーズを保有する世界一のオー

ルドローズコレクションが見

事。現存する世界最古のバラ

園として有名。

ツルバラが絡むフェンス

バラ苗販売所

ジョセフィーヌ・

コレクション花壇

‘ショウノスケ’

‘しまなみ'９９’

よしうみローズ館

‘アンジェラ’のアーチ



ひょうごローズクラブ会員募集
＜年間の活動・入会特典＞
バラに関する講演会、各種講習会、展示会の開催
会報誌「バラの香り」の発行（年２回）
県内のバラ園、イベントへのご招待、ご優待　
ホームページでの情報発信

みなさまのご意見・ご感想をお待ちしております。
〒673-0847　明石市明石公園1番27号　花と緑のまちづくりセンター内
ひょうごローズクラブ事務局　TEL 078(918)2405　FAX 078(919)5186

バラの講習会＆イベント情報 
講習会　（事前予約が必要です。問合先に必ずご確認ください。）

都合により内容が変更になる場合があります。
参加費以外に入園料、駐車料金が必要な場合があります。
★は会員様向け招待券持参で入園料が無料になります。

検索ひょうごローズ

078-732-6688

0798-72-9391

078-918-2405

0795-48-5289

079-264-4044

ひょうご
ローズクラ
ブ事務局
078-
918-2405

入園料400円★

受講料　無料
　（雨天中止）

受講料　1,500円　
バラ大苗付き
会員　無料
一般　100円

受講料　200円

受講料　1,200円

受講料　1,000円
入園料込み

1月20日（月）
10：30～12：00 
2月3日（月）
10：30～12：00 
3月16日（月）
10：30～12：00 
2月１日（土）
13：00～15：00 
1月24日（金）
13：30～15：30 
2月1日（土）
10：00～12：00
2月1日（土）
13：30～15：30
2月2日（日）
10：00～12：00 

実習
つるバラの誘引・縄結びほか  
実習
冬剪定・深耕施肥ほか  
実習
ふりかえり・除草中耕ほか  
春の花のためのバラの冬仕事
講師：前野 義博　氏 
バラの手入れ・剪定＜冬＞
講師：山田 益男　氏 
冬のバラ剪定講習会
講師：高田 正　氏  
バラの植え替えと接ぎ木ー
講師：高田 正　氏  
冬季剪定講習会　小雨決行
講師：浅見 均　氏

神戸市立
須磨離宮公園

北山緑化植物園

花と緑の
まちづくりセンター

播磨中央公園
四季の庭
　サービスセンター

姫路ばら園

場　　所 テーマ・内容・講師など 日　　　時 参加料等

1月7日（火）～

1月21日（火）～

3月3日（火）～

1月16日（木）～

受付中

受付開始日 問合先

場　　所 テーマ・内容・講師など 日　　　時 参加料等 受　付 問合先

姫路市

加東市

明石市

神
　
戸
　
市

加
東
市

西宮市

神戸市

会員　 3,000円
一般　 3,500円

無料　
花苗、花束付き

会員　2,000円
一般　4,000円

2月19日（水）
11：00～13：40

6月20日（土）
13：00～16：00

6月～翌2月に5回
バラの大苗付き

ランチ＆講演会「バラの新しい潮流」
講師：ランドスケープアーキテクト　白砂　伸夫　氏　
内容：常にバラの新しい潮流を生み出し、ヨーロッパ
　　　　のバラ育種を牽引するバガテル新品種国際バラ
　　　　コンクール。その審査員である白砂氏に、環境
　　　　問題と真摯に向き合うヨーロッパの動向と、そ
　　　　こから日本が学ぶべき方向性について聞きます。

レストラン
RENNIE JOEL
（レニージョエル）
シップ神戸海岸ビル3F

兵庫県民会館11階
パルテホール

播磨中央公園

1月10日
（金）～

5月中旬
　　　～

ひょうごローズクラブ主催のイベント

書籍の紹介　
『My GARDEN マイガーデン93号』　2020年早春号

＜バラでブレイクタイム＞ 

総会・ローズセミナー

講師：京成バラ園芸株式会社

　　　　入谷　伸一郎　氏
バラの達人養成講座（5回連続講座）
講師：ひょうごローズクラブ副理事長・（有）確実園本園

　　　　前野　義博　氏

白砂　伸夫 氏

　「マイガーデン」は、日本をはじめ世界各国の美しいガーデン
風景が満載で、眺めているだけで心が和み、植物のある暮らしに
心惹かれ思わず旅に誘われる、そんなガーデン情報誌です。
　今号では、「ランチ＆講演会」の講師、白砂伸夫さんが２つの
記事を執筆されています。
　一つは、「ミステリーローズをめぐる旅」。千年以上も昔に中国
から日本にもたらされ、栽培されてきたバラですが、人々に忘れ
られたまま各地でその末裔がひっそり残っているのでは。そうし
た古来からの由来の分からないバラを「ミステリーローズ」と名
付け、掘り起こしていく企画です。平戸（長崎県）から始まり、
佐倉（千葉県）、村上（新潟県）、そして今回は京都・嵯峨野が舞
台です。思わず嵯峨野をゆっくり散策したくなります。
　もう一つは、審査員として参加された「バガテル国際バラコン
クール」の報告です。世界で最も由緒あるフランスのバラコンク
ールの臨場感あふれる様子を知ることができます。示唆に富み、
メッセージ性の高い記事になっています。
　「ランチ＆講演会」に先立ってご一読ください。


